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請 

願

　趣
旨
に
賛
同
す
る
市
民
・

団
体
・
企
業
参
加
の
良
い
活

動
だ
が
、
高
年
齢
化
の
今
日
、

内
容
・
事
故
対
応
等
再
検
討

の
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　環
境
部
長
　
ご
み
ゼ
ロ
運

動
は
清
掃
活
動
を
体
験
し
市

民
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を

身
に
つ
け
、
ご
み
を
投
げ
捨

て
な
い
心
を
育
て
る
等
を
目

的
と
し
て
い
る
。
近
年
、
高

齢
者
の
参
加
も
多
く
、
清
掃

活
動
は
体
力
的
に
負
担
と
聴

く
。
参
加
団
体
に
「
散
乱
ご

み
な
ど
を
片
付
け
る
」
と
い

う
趣
旨
を
理
解
し
危
険
な
作

業
等
に
は
無
理
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
が
、
突
発

的
な
怪
我
や
事
故
等
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
市
で
傷
害
保

険
に
加
入
し
て
い
る
。
不
幸

に
も
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合

は
保
険
で
の
対
応
を
し
た
い
。

　
ク
リ
ー
ン
川
越
市
民
運
動

　
道
・
水
路
の
市
民
要
望

　下
水
道
の
予
定
が
立
た
な

い
調
整
区
域
で
、
生
活
排
水

に
苦
慮
し
て
い
る
地
域
の
合

併
浄
化
槽
の
放
流
先
と
な
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
す
る
市

長
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　市
長
　
公
共
下
水
道
の
全

体
計
画
区
域
に
あ
り
、
当
面

整
備
予
定
の
立
た
な
い
認
可

区
域
外
地
区
に
、
合
併
浄
化

槽
の
放
流
先
と
な
る
水
路
や

道
路
側
溝
を
整
備
後
長
期
間

を
経
ず
に
下
水
道
を
整
備
し

て
も
、
こ
れ
ら
は
雨
水
排
除

と
い
う
本
来
の
機
能
を
発
揮

す
る
施
設
と
し
て
残
る
の
で
、

水
路
・
側
溝
等
の
整
備
が
無

駄
に
な
る
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
、
合
併
浄
化
槽
か
ら

の
放
流
受
入
れ
を
前
提
に
水

路
・
側
溝
等
を
整
備
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な

公
共
投
資
の
観
点
か
ら
多
角

的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
公
共
資
産
等
の
維
持
管
理

　
調
整
区
域
の
排
水
の
改
善

　産
業
振
興
を
効
果
的
に
す

す
め
る
に
は
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
で
理
念
を
示
し
、

継
続
性
や
責
任
を
明
確
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　石
川
副
市
長
　
産
業
の
振

興
は
雇
用
を
通
し
市
民
の
く

ら
し
を
豊
か
に
す
る
と
と
も

に
市
の
歳
入
増
加
に
貢
献
す

る
も
の
で
あ
り
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
為
に
も
非

常
に
重
要
な
分
野
で
あ
る
。

現
在
、
平
成
二
十
七
年
度
を

目
標
年
次
と
す
る
「
川
越
市

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
０

７
」
を
策
定
し
、
計
画
的
な

産
業
振
興
へ
の
取
組
み
を
限

ら
れ
た
予
算
と
人
員
で
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。
中
小

企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

は
条
例
制
定
の
意
義
や
効
果

を
十
分
研
究
し
、
現
行
産
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
が
終
了
ま
で

の
間
に
方
向
付
け
を
し
た
い
。

　
産
業
振
興
施
策

　
自
転
車
駐
車
場
の
改
善 23

　住
民
要
望
の
強
い
川
越
市

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　都
市
計
画
部
長
　
川
越
市

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
は
、
東
武
鉄
道
と
の
協

議
の
結
果
、
本
年
度
中
の
実

施
を
確
認
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
駅
入
口
階
段
部
分

へ
の
ス
ロ
ー
プ
設
置
と
多
目

的
ト
イ
レ
の
設
置
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
利
用
者
専
用
の
跨
線

橋
を
新
設
し
、
改
札
を
入
っ

た
所
に
各
ホ
ー
ム
と
つ
な
ぐ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
一
基
、
上

下
線
ホ
ー
ム
に
各
一
基
ず
つ

で
合
わ
せ
て
三
基
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
設
置
す
る
計
画
で

あ
る
。
東
武
鉄
道
に
よ
る
と
、

九
月
頃
に
工
事
に
着
手
し
、

翌
年
三
月
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
。

　
川
越
市
駅
と
周
辺
対
策

　
市
営
住
宅

　
学
校
教
育

　市
内
の
交
通
事
故
件
数
は

昨
年
同
期
と
比
較
し
て
人
身

物
損
事
故
共
に
増
加
し
て
い

る
。
〇
一
〇
二
運
動
の
認
知

度
を
高
め
る
等
交
通
安
全
対

策
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　市
民
部
長
　
〇
一
〇
二
運

動
は
安
全
な
車
間
距
離
を
保

つ
た
め
時
間
を
距
離
に
換
算

し
前
の
車
と
の
間
隔
を
二
秒

以
上
開
け
よ
う
と
い
う
も
の

で
、
埼
玉
県
と
県
警
を
中
心

に
十
七
機
関
・
団
体
で
結
成

し
た
安
全
車
間
距
離
保
持
運

動
実
行
委
員
会
が
推
進
し
て

い
る
。
ラ
ジ
オ
広
報
や
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で
広
く
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
開

始
後
は
追
突
事
故
が
年
々
減

少
し
た
こ
と
か
ら
、
着
実
に

成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
考
え

る
。
市
で
も
こ
れ
ま
で
同
様

公
用
車
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

付
す
る
ほ
か
、
様
々
な
機
会

を
捉
え
て
協
力
し
た
い
。

　
交
通
安
全
対
策
等
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　本
庁
内
の
女
性
相
談
を
充

実
し
、
女
性
相
談
の
ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
化
を
計
る
と
共
に
、

「
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
一
日
も
早
い
設

置
を
望
む
。

　市
民
部
長
　
平
成
十
九
年

の
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
改
正
に
よ

り
、
市
町
村
が
設
置
す
る
適

切
な
施
設
に
お
い
て
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
果
た
す
よ
う
努
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
業
務

の
中
心
は
被
害
者
の
相
談
に

応
じ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
他

に
被
害
者
の
医
学
的
・
心
理

学
的
指
導
、
緊
急
時
の
安
全

確
保
及
び
一
時
保
護
、
及
び

自
立
し
た
生
活
に
向
け
た
援

助
の
実
施
等
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
を
で
き
る
だ
け

早
期
に
設
置
で
き
る
よ
う
、

体
制
の
整
備
に
努
め
た
い
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

▼

　川
越
市
大
字
下
老
袋
地

　内
に
建
設
予
定
の
墓
地
に

　対
し
て
反
対
を
求
め
る
請

　願
書

　
　
　
　―
採
択
―

　平
成
二
十
二
年
第
一
回
定

例
会
で
継
続
審
査
と
し
、
五

月
六
日
に
厚
生
常
任
委
員
会

で
審
査
し
、
採
択
と
し
ま
し

た
。
今
定
例
会
初
日
に
は
議

会
と
し
て
採
決
を
行
い
採
択

と
し
ま
し
た
。

▼

　入
所
施
設
で
暮
ら
し
て

　い
る
重
度
障
害
者
の
通

　院
・
買
い
物
・
余
暇
活
動

　等
を
支
援
す
る
ヘ
ル
パ
ー

　制
度
の
拡
充
等
を
求
め
る

　請
願
書

　
　―
不
採
択
―

　
平
成
二
十
二
年
第
一
回
定

例
会
で
継
続
審
査
と
し
、
五

月
六
日
に
厚
生
常
任
委
員
会

で
審
査
し
、
不
採
択
と
し
ま

し
た
。
今
定
例
会
初
日
に
は

議
会
と
し
て
採
決
を
行
い
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

　貴
重
な
文
化
財
原
田
家
住

宅
を
県
指
定
に
し
保
存
を
図

り
将
来
へ
残
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
見
解
を
求
め
る
。

　教
育
長
※
　
原
田
家
住
宅

の
文
化
財
的
な
価
値
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
も
十
分
に

認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
昭
和
五
十
九
年
に
店
蔵

部
分
を
市
の
有
形
文
化
財
・

建
造
物
に
指
定
し
、
さ
ら
に

今
年
の
二
月
、
敷
地
全
体
を

記
念
物
・
史
跡
に
指
定
し
て

い
る
。

　
市
と
し
て
も
、
原
田
家
住

宅
の
保
存
に
は
積
極
的
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
県

指
定
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県

教
育
委
員
会
の
判
断
に
な
る

の
で
、
今
後
、
所
有
者
の
意

向
も
聞
き
な
が
ら
、
県
と
協

議
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
都
市
計
画
道
路
の
遅
れ

　
指
定
文
化
財
原
田
家
住
宅
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　直
売
所
新
設
に
関
す
る
支

援
策
と
し
て
、
市
独
自
の
補

助
基
準
の
設
置
や
経
営
の
専

門
的
知
識
を
も
つ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
人
的
支
援
に
つ

い
て
検
討
で
き
な
い
か
。

　石
川
副
市
長
※
　
直
売
所

は
地
産
地
消
推
進
の
重
要
施

設
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
の
地

場
産
コ
ー
ナ
ー
充
実
や
朝
市

開
催
等
と
共
に
そ
の
増
設
を

農
業
振
興
計
画
に
位
置
付
け

て
い
る
。
今
後
は
農
家
の
意

向
を
調
査
し
つ
つ
、
国
で
実

施
中
の
直
売
所
開
設
に
利
用

で
き
る
三
補
助
事
業
を
考
慮

し
な
が
ら
市
独
自
の
補
助
の

必
要
や
効
果
を
調
査
検
討
し

た
い
。
安
定
経
営
の
為
の
人

的
支
援
は
、
設
立
準
備
と
開

設
後
の
経
営
診
断
を
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
依
頼
す
る
と
共

に
、
国
県
の
指
導
下
で
事
業

者
と
協
議
し
て
検
討
し
た
い
。

　
都
市
農
業
の
発
展

　
大
東
地
域
の
諸
問
題

　南
古
谷
駅
の
西
側
、
東
側

の
踏
切
改
良
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
伺

い
た
い
。

　建
設
部
長
　
南
古
谷
駅
西

側
の
浦
和
県
道
踏
切
は
、
現

在
、
川
越
県
土
整
備
事
務
所

で
事
業
中
で
あ
り
、
駅
周
辺

の
県
道
整
備
事
業
の
完
成
後
、

引
続
き
、
当
踏
切
を
含
め
た

道
路
整
備
事
業
に
取
組
む
よ

う
県
に
働
き
か
け
た
い
。
駅

東
側
の
浦
和
川
越
新
道
踏
切

は
地
元
小
中
学
校
の
通
学
路

に
指
定
し
て
お
り
、
朝
夕
は

児
童
生
徒
及
び
駅
利
用
者
や

通
過
車
両
等
に
よ
る
交
通
が

輻
輳
す
る
場
所
と
認
識
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
踏
切
周

辺
の
道
路
計
画
を
検
討
す
る

中
で
、
Ｊ
Ｒ
や
関
係
機
関
と

の
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
南
古
谷
駅
周
辺
整
備

　
東
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
今
後

日
本
共
産
党

　

 

川

　口

　知

　子

農
産
物
直
売
所
新
設
の
支
援
策25

日
本
共
産
党

　

 

本

　山

　修

　一

市
指
定
文
化
財
・
原
田
家
住
宅

　ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
広
告
で

現
代
の
か
け
こ
み
寺
と
称
し

職
も
住
居
も
な
い
人
を
集
め

劣
悪
な
環
境
、
低
賃
金
で
人

間
を
使
い
す
て
す
る
悪
質
な

業
者
を
し
め
だ
す
べ
き
だ
！

　石
川
副
市
長
※
　
実
際
は

餃
子
を
一
日
一
万
円
以
上
売

ら
な
い
と
赤
字
に
な
る
と
の

相
談
が
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
業
者
は
許
可
な
く

惣
菜
製
造
を
行
っ
て
い
る
為
、

保
健
所
が
再
三
の
指
導
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
は
告
発
を

含
め
て
厳
正
に
対
処
す
る
。

悪
質
業
者
が
市
内
で
営
業
す

る
と
、
貧
困
者
の
増
加
や
住

民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
健
康
被

害
の
発
生
に
も
発
展
し
か
ね

な
い
。
今
後
こ
の
様
な
業
者

が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
国
・

県
と
情
報
交
換
を
密
に
し
な

が
ら
庁
内
関
係
課
と
連
携
し

て
対
策
を
講
じ
た
い
。

　
歴
史
文
化
基
本
構
想

　
新
た
な
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス

日
本
共
産
党

　

 

佐

　藤

　恵

　士

悪
徳
業
者
を
し
め
だ
せ
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新

　井

　金

　作

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

　

 

柿

　田

　有

　一

責
任
明
確
化
す
る
条
例
制
定
を
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髙

　橋

　
　
　剛

南
古
谷
駅
の
踏
切
改
良

若

　海

　
　
　保

〇
一
〇
二
運
動
の
認
知
度

18

問答問答

質問質問 質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問
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公
明
党

　

 

清

　水

　京

　子

川
越
市
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

21

公
明
党

　

 

小
ノ
澤

　哲

　也

調
整
区
域
の
生
活
排
水
の
改
善

質問質問 質問 質問 質問

問答問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

民
主
党

　

 

山

　木

　綾

　子

相
談
体
制
の
充
実
！
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質問 質問

問答

質問 質問

問答

や
ま
ぶ
き

同
　志
　会

や
ま
ぶ
き

同
　志
　会

市

　
　
　民

フ
ォ
ー
ラ
ム

ゼ
ロ
イ
チ
ゼ
ロ
ニ

ふ
く
そ
う

議議
会会
情情
報報

一般席57席、車椅子用スペース（１台）があります。先着順での受付になります。

市役所本庁舎７階へ
（エレベータ又は階段をご利用
ください）

①

傍聴受付で傍聴希望をお伝え
下さい。

②

③ 傍聴券に必要事項（氏名等）を
ご記入の上、傍聴券（半券）をお
受けとり下さい。

④ 議場入口（２箇所）より傍聴席に
お進み下さい。一般席（57席）
は自由席です。立見、床に腰掛
けての傍聴はできません。

⑤ 本会議中でも傍聴席への出入
りは自由です。傍聴券は発券当
日に限り有効となりますので、
お帰りの際は傍聴券を傍聴受
付にご返却下さい。

傍聴までの流れ
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控
室
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開
催
日

に
ご
利
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な
れ
ま
す
。
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付
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請 

願

　趣
旨
に
賛
同
す
る
市
民
・

団
体
・
企
業
参
加
の
良
い
活

動
だ
が
、
高
年
齢
化
の
今
日
、

内
容
・
事
故
対
応
等
再
検
討

の
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　環
境
部
長
　
ご
み
ゼ
ロ
運

動
は
清
掃
活
動
を
体
験
し
市

民
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を

身
に
つ
け
、
ご
み
を
投
げ
捨

て
な
い
心
を
育
て
る
等
を
目

的
と
し
て
い
る
。
近
年
、
高

齢
者
の
参
加
も
多
く
、
清
掃

活
動
は
体
力
的
に
負
担
と
聴

く
。
参
加
団
体
に
「
散
乱
ご

み
な
ど
を
片
付
け
る
」
と
い

う
趣
旨
を
理
解
し
危
険
な
作

業
等
に
は
無
理
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
が
、
突
発

的
な
怪
我
や
事
故
等
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
市
で
傷
害
保

険
に
加
入
し
て
い
る
。
不
幸

に
も
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合

は
保
険
で
の
対
応
を
し
た
い
。

　
ク
リ
ー
ン
川
越
市
民
運
動

　
道
・
水
路
の
市
民
要
望

　下
水
道
の
予
定
が
立
た
な

い
調
整
区
域
で
、
生
活
排
水

に
苦
慮
し
て
い
る
地
域
の
合

併
浄
化
槽
の
放
流
先
と
な
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
す
る
市

長
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　市
長
　
公
共
下
水
道
の
全

体
計
画
区
域
に
あ
り
、
当
面

整
備
予
定
の
立
た
な
い
認
可

区
域
外
地
区
に
、
合
併
浄
化

槽
の
放
流
先
と
な
る
水
路
や

道
路
側
溝
を
整
備
後
長
期
間

を
経
ず
に
下
水
道
を
整
備
し

て
も
、
こ
れ
ら
は
雨
水
排
除

と
い
う
本
来
の
機
能
を
発
揮

す
る
施
設
と
し
て
残
る
の
で
、

水
路
・
側
溝
等
の
整
備
が
無

駄
に
な
る
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
、
合
併
浄
化
槽
か
ら

の
放
流
受
入
れ
を
前
提
に
水

路
・
側
溝
等
を
整
備
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な

公
共
投
資
の
観
点
か
ら
多
角

的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
公
共
資
産
等
の
維
持
管
理

　
調
整
区
域
の
排
水
の
改
善

　産
業
振
興
を
効
果
的
に
す

す
め
る
に
は
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
で
理
念
を
示
し
、

継
続
性
や
責
任
を
明
確
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　石
川
副
市
長
　
産
業
の
振

興
は
雇
用
を
通
し
市
民
の
く

ら
し
を
豊
か
に
す
る
と
と
も

に
市
の
歳
入
増
加
に
貢
献
す

る
も
の
で
あ
り
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
為
に
も
非

常
に
重
要
な
分
野
で
あ
る
。

現
在
、
平
成
二
十
七
年
度
を

目
標
年
次
と
す
る
「
川
越
市

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
０

７
」
を
策
定
し
、
計
画
的
な

産
業
振
興
へ
の
取
組
み
を
限

ら
れ
た
予
算
と
人
員
で
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。
中
小

企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

は
条
例
制
定
の
意
義
や
効
果

を
十
分
研
究
し
、
現
行
産
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
が
終
了
ま
で

の
間
に
方
向
付
け
を
し
た
い
。

　
産
業
振
興
施
策

　
自
転
車
駐
車
場
の
改
善 23

　住
民
要
望
の
強
い
川
越
市

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　都
市
計
画
部
長
　
川
越
市

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
は
、
東
武
鉄
道
と
の
協

議
の
結
果
、
本
年
度
中
の
実

施
を
確
認
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
駅
入
口
階
段
部
分

へ
の
ス
ロ
ー
プ
設
置
と
多
目

的
ト
イ
レ
の
設
置
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
利
用
者
専
用
の
跨
線

橋
を
新
設
し
、
改
札
を
入
っ

た
所
に
各
ホ
ー
ム
と
つ
な
ぐ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
一
基
、
上

下
線
ホ
ー
ム
に
各
一
基
ず
つ

で
合
わ
せ
て
三
基
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
設
置
す
る
計
画
で

あ
る
。
東
武
鉄
道
に
よ
る
と
、

九
月
頃
に
工
事
に
着
手
し
、

翌
年
三
月
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
。

　
川
越
市
駅
と
周
辺
対
策

　
市
営
住
宅

　
学
校
教
育

　市
内
の
交
通
事
故
件
数
は

昨
年
同
期
と
比
較
し
て
人
身

物
損
事
故
共
に
増
加
し
て
い

る
。
〇
一
〇
二
運
動
の
認
知

度
を
高
め
る
等
交
通
安
全
対

策
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　市
民
部
長
　
〇
一
〇
二
運

動
は
安
全
な
車
間
距
離
を
保

つ
た
め
時
間
を
距
離
に
換
算

し
前
の
車
と
の
間
隔
を
二
秒

以
上
開
け
よ
う
と
い
う
も
の

で
、
埼
玉
県
と
県
警
を
中
心

に
十
七
機
関
・
団
体
で
結
成

し
た
安
全
車
間
距
離
保
持
運

動
実
行
委
員
会
が
推
進
し
て

い
る
。
ラ
ジ
オ
広
報
や
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で
広
く
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
開

始
後
は
追
突
事
故
が
年
々
減

少
し
た
こ
と
か
ら
、
着
実
に

成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
考
え

る
。
市
で
も
こ
れ
ま
で
同
様

公
用
車
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

付
す
る
ほ
か
、
様
々
な
機
会

を
捉
え
て
協
力
し
た
い
。

　
交
通
安
全
対
策
等

19

　本
庁
内
の
女
性
相
談
を
充

実
し
、
女
性
相
談
の
ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
化
を
計
る
と
共
に
、

「
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
一
日
も
早
い
設

置
を
望
む
。

　市
民
部
長
　
平
成
十
九
年

の
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
改
正
に
よ

り
、
市
町
村
が
設
置
す
る
適

切
な
施
設
に
お
い
て
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
果
た
す
よ
う
努
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
業
務

の
中
心
は
被
害
者
の
相
談
に

応
じ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
他

に
被
害
者
の
医
学
的
・
心
理

学
的
指
導
、
緊
急
時
の
安
全

確
保
及
び
一
時
保
護
、
及
び

自
立
し
た
生
活
に
向
け
た
援

助
の
実
施
等
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
を
で
き
る
だ
け

早
期
に
設
置
で
き
る
よ
う
、

体
制
の
整
備
に
努
め
た
い
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

▼

　川
越
市
大
字
下
老
袋
地

　内
に
建
設
予
定
の
墓
地
に

　対
し
て
反
対
を
求
め
る
請

　願
書

　
　
　
　―
採
択
―

　平
成
二
十
二
年
第
一
回
定

例
会
で
継
続
審
査
と
し
、
五

月
六
日
に
厚
生
常
任
委
員
会

で
審
査
し
、
採
択
と
し
ま
し

た
。
今
定
例
会
初
日
に
は
議

会
と
し
て
採
決
を
行
い
採
択

と
し
ま
し
た
。

▼

　入
所
施
設
で
暮
ら
し
て

　い
る
重
度
障
害
者
の
通

　院
・
買
い
物
・
余
暇
活
動

　等
を
支
援
す
る
ヘ
ル
パ
ー

　制
度
の
拡
充
等
を
求
め
る

　請
願
書

　
　―
不
採
択
―

　
平
成
二
十
二
年
第
一
回
定

例
会
で
継
続
審
査
と
し
、
五

月
六
日
に
厚
生
常
任
委
員
会

で
審
査
し
、
不
採
択
と
し
ま

し
た
。
今
定
例
会
初
日
に
は

議
会
と
し
て
採
決
を
行
い
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

　貴
重
な
文
化
財
原
田
家
住

宅
を
県
指
定
に
し
保
存
を
図

り
将
来
へ
残
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
見
解
を
求
め
る
。

　教
育
長
※
　
原
田
家
住
宅

の
文
化
財
的
な
価
値
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
も
十
分
に

認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
昭
和
五
十
九
年
に
店
蔵

部
分
を
市
の
有
形
文
化
財
・

建
造
物
に
指
定
し
、
さ
ら
に

今
年
の
二
月
、
敷
地
全
体
を

記
念
物
・
史
跡
に
指
定
し
て

い
る
。

　
市
と
し
て
も
、
原
田
家
住

宅
の
保
存
に
は
積
極
的
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
県

指
定
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県

教
育
委
員
会
の
判
断
に
な
る

の
で
、
今
後
、
所
有
者
の
意

向
も
聞
き
な
が
ら
、
県
と
協

議
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
都
市
計
画
道
路
の
遅
れ

　
指
定
文
化
財
原
田
家
住
宅

24

　直
売
所
新
設
に
関
す
る
支

援
策
と
し
て
、
市
独
自
の
補

助
基
準
の
設
置
や
経
営
の
専

門
的
知
識
を
も
つ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
人
的
支
援
に
つ

い
て
検
討
で
き
な
い
か
。

　石
川
副
市
長
※
　
直
売
所

は
地
産
地
消
推
進
の
重
要
施

設
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
の
地

場
産
コ
ー
ナ
ー
充
実
や
朝
市

開
催
等
と
共
に
そ
の
増
設
を

農
業
振
興
計
画
に
位
置
付
け

て
い
る
。
今
後
は
農
家
の
意

向
を
調
査
し
つ
つ
、
国
で
実

施
中
の
直
売
所
開
設
に
利
用

で
き
る
三
補
助
事
業
を
考
慮

し
な
が
ら
市
独
自
の
補
助
の

必
要
や
効
果
を
調
査
検
討
し

た
い
。
安
定
経
営
の
為
の
人

的
支
援
は
、
設
立
準
備
と
開

設
後
の
経
営
診
断
を
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
依
頼
す
る
と
共

に
、
国
県
の
指
導
下
で
事
業

者
と
協
議
し
て
検
討
し
た
い
。

　
都
市
農
業
の
発
展

　
大
東
地
域
の
諸
問
題

　南
古
谷
駅
の
西
側
、
東
側

の
踏
切
改
良
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
伺

い
た
い
。

　建
設
部
長
　
南
古
谷
駅
西

側
の
浦
和
県
道
踏
切
は
、
現

在
、
川
越
県
土
整
備
事
務
所

で
事
業
中
で
あ
り
、
駅
周
辺

の
県
道
整
備
事
業
の
完
成
後
、

引
続
き
、
当
踏
切
を
含
め
た

道
路
整
備
事
業
に
取
組
む
よ

う
県
に
働
き
か
け
た
い
。
駅

東
側
の
浦
和
川
越
新
道
踏
切

は
地
元
小
中
学
校
の
通
学
路

に
指
定
し
て
お
り
、
朝
夕
は

児
童
生
徒
及
び
駅
利
用
者
や

通
過
車
両
等
に
よ
る
交
通
が

輻
輳
す
る
場
所
と
認
識
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
踏
切
周

辺
の
道
路
計
画
を
検
討
す
る

中
で
、
Ｊ
Ｒ
や
関
係
機
関
と

の
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
南
古
谷
駅
周
辺
整
備

　
東
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
今
後

日
本
共
産
党

　

 

川
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日
本
共
産
党

　

 

本

　山

　修

　一

市
指
定
文
化
財
・
原
田
家
住
宅

　ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
広
告
で

現
代
の
か
け
こ
み
寺
と
称
し

職
も
住
居
も
な
い
人
を
集
め

劣
悪
な
環
境
、
低
賃
金
で
人

間
を
使
い
す
て
す
る
悪
質
な

業
者
を
し
め
だ
す
べ
き
だ
！

　石
川
副
市
長
※
　
実
際
は

餃
子
を
一
日
一
万
円
以
上
売

ら
な
い
と
赤
字
に
な
る
と
の

相
談
が
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
業
者
は
許
可
な
く

惣
菜
製
造
を
行
っ
て
い
る
為
、

保
健
所
が
再
三
の
指
導
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
は
告
発
を

含
め
て
厳
正
に
対
処
す
る
。

悪
質
業
者
が
市
内
で
営
業
す

る
と
、
貧
困
者
の
増
加
や
住

民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
健
康
被

害
の
発
生
に
も
発
展
し
か
ね

な
い
。
今
後
こ
の
様
な
業
者

が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
国
・

県
と
情
報
交
換
を
密
に
し
な

が
ら
庁
内
関
係
課
と
連
携
し

て
対
策
を
講
じ
た
い
。

　
歴
史
文
化
基
本
構
想

　
新
た
な
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス

日
本
共
産
党

　

 

佐

　藤

　恵

　士

悪
徳
業
者
を
し
め
だ
せ
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新

　井

　金

　作

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

　

 

柿

　田

　有

　一

責
任
明
確
化
す
る
条
例
制
定
を

27

髙

　橋

　
　
　剛

南
古
谷
駅
の
踏
切
改
良

若

　海

　
　
　保

〇
一
〇
二
運
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一般席57席、車椅子用スペース（１台）があります。先着順での受付になります。

市役所本庁舎７階へ
（エレベータ又は階段をご利用
ください）

①

傍聴受付で傍聴希望をお伝え
下さい。

②

③ 傍聴券に必要事項（氏名等）を
ご記入の上、傍聴券（半券）をお
受けとり下さい。

④ 議場入口（２箇所）より傍聴席に
お進み下さい。一般席（57席）
は自由席です。立見、床に腰掛
けての傍聴はできません。

⑤ 本会議中でも傍聴席への出入
りは自由です。傍聴券は発券当
日に限り有効となりますので、
お帰りの際は傍聴券を傍聴受
付にご返却下さい。

傍聴までの流れ
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